
JP 2013-63090 A5 2013.10.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年10月24日(2013.10.24)

【公開番号】特開2013-63090(P2013-63090A)
【公開日】平成25年4月11日(2013.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2013-017
【出願番号】特願2012-282502(P2012-282502)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月4日(2013.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤での処置に応答して細胞が脂肪酸を酸化するかどうかを同定する工程を含む、薬剤
での処置に応答して毒性を予測する方法であって、前記薬剤での処置に応答して前記細胞
が脂肪酸を酸化しないと同定された場合、前記薬剤は前記細胞に毒性であると予測され、
または前記薬剤での処置に応答して前記細胞が脂肪酸を酸化すると同定された場合、前記
薬剤は前記細胞に毒性ではないと予測される、方法。
【請求項２】
　前記毒性が心毒性である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記細胞が心筋細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記薬剤がチロシンキナーゼ阻害剤である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が抗体である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記抗体がトラスツズマブである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ａ）細胞を薬剤と接触させる工程；及び
ｂ）脂肪酸酸化について前記細胞をアッセイする工程
を含む、薬剤での処置に応答して毒性を予測する方法であって、
　前記薬剤との接触に応答して前記細胞が脂肪酸を酸化しない場合、前記薬剤は毒性であ
ると予測され、または前記薬剤との接触に応答して前記細胞が脂肪酸を酸化する場合、前
記薬剤は毒性ではないと予測される、方法。
【請求項８】
　前記毒性が心毒性である、請求項７に記載の方法。
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【請求項９】
　前記細胞が心筋細胞である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記薬剤がチロシンキナーゼ阻害剤である、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が抗体である、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記抗体がトラスツズマブである、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　脂肪酸酸化障害について細胞をアッセイする工程を含む、薬剤での処置に応答して毒性
を予測する方法であって、前記細胞が脂肪酸酸化障害を有する場合、前記薬剤は毒性であ
ると予測される、方法。
【請求項１４】
　前記毒性が心毒性である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記細胞が心筋細胞である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記薬剤がチロシンキナーゼ阻害剤である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が抗体である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記抗体がトラスツズマブである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　ａ）薬剤での処置のために選択された被験者から細胞を得る工程；
ｂ）脂肪酸酸化障害について前記細胞をアッセイする工程；及び
ｃ）脂肪酸酸化障害が細胞中に存在するか測定する工程
を含む、薬剤での処置に応答して毒性を予測する方法であって、
　脂肪酸酸化障害の存在が、薬剤が毒性であることを予測し、且つ脂肪酸酸化障害の不存
在が、薬剤が毒性ではないことを予測する、方法。
【請求項２０】
　前記毒性が心毒性である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記細胞が心筋細胞である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記薬剤がチロシンキナーゼ阻害剤である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が抗体である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記抗体がトラスツズマブである、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　薬剤での処置に応答する心毒性の予測方法であって、
－前記薬剤で心筋細胞を処置する工程；
－脂肪酸酸化障害が前記処置された心筋細胞において存在するかどうかを測定する工程
を含み、それによって、前記処置された心筋細胞における脂肪酸酸化障害の存在が、前記
薬剤での前記心筋細胞の処置が毒性である可能性があることを予測する、方法。
【請求項２６】
　前記薬剤がチロシンキナーゼ阻害剤である、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が抗体である、請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
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　前記抗体がトラスツズマブである、請求項２５に記載の方法。
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